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・ 本計画は、令和元（２０１９）年度末時点のデータを基に作成しており

ますが、一部令和６(２０２４)年度末に更新を行っています。 
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１ 策定の目的と位置付け 

（１）目的 

本計画は、平成２９（２０１７）年１月に策定され、令和４（２０２２）年３月に

改訂された敦賀市公共施設等総合管理計画に基づく個別施設計画として、敦賀市休日

急患センターの管理に関する具体的な対応方針を述べることを目的としています。 
 

（２）本計画の位置付け 

本計画は、敦賀市公共施設等総合管理計画の下位計画となります。 
 
図表１ 本計画の位置付け 
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２ 計画期間と対象施設 

（１）計画期間 

本計画の計画期間は、令和３（２０２１）年度から令和１２（２０３０）年度まで

の１０年間とします。 
なお、本計画は、敦賀市公共施設等総合管理計画の改訂や社会環境等の変化等を踏

まえ、適時見直しを行います。 
 
（２）対象施設 

本計画の対象施設は、敦賀市休日急患センターです。 
 

図表２ 対象施設概要 

施設名称 地区 運営形態 
延床面積 

（㎡） 

代表建築 

年度 
経過年 耐用年数 

残耐用 

年数 

休日急患センター 西 直営 339 1986 38 50 12 

 
 
３ 現状と課題 

 
敦賀市休日急患センターは、休日における地域住民の急病患者の医療を確保するた

めの診療所として設置されています。診療科は内科、小児科、歯科です。 
 

（１）施設（建物） 
  施設は耐震性を有しているものの、建築から３８年が経過し、建物外壁、内壁等劣

化が生じている箇所が複数認められます。また蛍光灯照明はＬＥＤ照明へ早急に更新

が必要です。 
   
   
（２）機能（サービス） 
  休日における一次救急医療の機能を有しています。 

令和２年度に、休日急患センター内での新型コロナウイルス感染症を含む感染症へ

の対応強化を図るため、感染症の疑いのある受診者の出入口や感染症専用診察室を２

室設置するなどの改修を行いましたが、感染症対策については、関係機関等と協議し

ながら、引き続き検討を行います。 
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４ 基本的な考え方 

 
敦賀市休日急患センターは、休日における一次救急医療という重要な機能を有して

おり、今後も同機能を存続します。なお、同機能の在り方については状況に応じて検

討を行います。 
また、建物については現状維持としますが、一部老朽化が進んでいる箇所も見受け

られるため、状況に応じ適切に修繕を行います。 
 
 
５ 施設の状態 

 
敦賀市休日急患センターでは、建築基準法による法令点検と、「敦賀市公共施設簡

易点検マニュアル」に基づく目視点検を行っており、その結果は以下のとおりです。 
 
図表３ 法令点検及び簡易目視点検結果 

施設名称 建築物 設備その他 

休日急患センター ・屋根表面に表面材が浮いている箇所が数

ヶ所あり 

・外壁に亀裂が多数あり 

・内壁漏水の形跡が多数あり 

・蛍光灯照明設備をＬＥＤ照明へ更新す

る必要あり 

 
施設運営に支障をきたす修繕箇所はありませんが、法令点検及び簡易目視点検によ

り異常が発見された場合は、速やかに修繕を行います。また設備等の更新についても

適宜行います。 
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６ 対策内容と費用 

（１）対策内容と実施時期 

基本的な考え方や施設の状態を踏まえた、本計画期間（１０年間）における具体的

な対策内容と実施時期は次のとおりです。 
 
図表４ 対策内容と実施時期 

 

  機能は存続、建物は現状維持とします。建築から３８年を経過していることから、

建物本体の利用について、劣化による危険箇所の修繕を行います。また、設備につい

ても適切な修繕を行います。 
 
（２）概算費用 

本計画期間中に要する概算費用（維持管理費用除く）は、耐用年数を超えた使用を

見据えた場合、建築、電気設備、機械設備合わせて１，７１５万円を見込んでいます。

ただし、この費用は今後の施設の状態、劣化診断等により変動します。 
 

図表５ 概算費用 

 
※ 国土交通省官庁営繕部監修「建築物のライフサイクルコスト」の㎡単価に基づく試算。機械的な試算で

あり、「６（１）対策内容と実施時期」の内容とは連動していない。 

269 

1,446 

0

500

1,000

1,500

2,000

2021-2025 2026-2030

建築 電気設備 機械設備
（万円）

（年度）

方向性_建物

現状維持 決定休日急患センター 存続

施設名称 2029 2030 検討段階2022 2023 2024 2025 2026 2027方向性_機能 2021 2028

現状維持 状況により改修


